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黄海道中都に於けろ群原系の層序ご構造

（昭和十八年二月二十目受領）

松　　下　　　　進

本篇を属師故中相’新太郎先生の約0に捧げる。
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　大正の末期，恩師故中村薪太郎先生は牢安南適中和郡群原地方の地質を研究された結

果，それまで地質學者の誰もが古期古生界と誤認して居た原生界を前者から厚別して，

之に鮮原系1〕なる名を與べられた。當時先生は同系が年島の北牟，殊に牢安南道と黄海

道によく襲達して居る事を想像されて居たのであるが，此の事は共の後，二三の地域の

調査によって段々確証されるに至った。即ち平安南道戒川地方の群原系に就いて立岩所

長2〕の調査があり，黄海道沙里院・瑞興・青石方面のものに就ては故篠原正太郎氏＝…〕が

調査されたのであるが，此の地居の廣範園に五っての詳しい研究が朝鮮の地質論，ひい

ては東壷の地質論に資するところ少くなからう婁に鑑みられて，昭和6年，中村先生は

筆者に牢壌附近から黄海道海州に亙る間の群原系を研究するように勧められたのであ

る。よって筆者は同年卒壌北東方の群原系そ）を調査し，翌年からは文部省自然科學奨励

金の交付を得て黄海道黄州以南5〕の調査に移った。そして昭和7年から同10年まで累計

1）　中村新太郎（大正15）朝鮮群原附近の原生界及塞武利亜系の層序と其の構造，地球，6巻，460頁。

2）立岩　巖（昭和6）朝鮮地質圓　12輯。

3）未製表。

4）松下蓮（昭和8）平壌北東方の地質構造に就いて，地球，20巻，（此の報告には誤リが少くない事が

　　其後の調査によって判ったが，そ牝に就いては別の機會に製表する穣リである。）

5）平壌黄州間の地質は殆ど古生界のみから威るo
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約150日間の調査の結果］〕，肺原系の護達が該地域に甚だ顯著である事の外に，該地域の

群原系が，私がそれ以前に研究した南満州闘束州の震旦系2）に岩質，層序，盾厚，構造

の諸鮎に於て酷似する事を知り得たのである。然し英の時は調査は未だ漸く豫定の孚ば

を少し越した程度であったので，昭和工3・コ4年に，日本學術振興禽の援助によって約140

日間の調査を打って，豫定の調査を完了，翌15年の夏には研究は略完成し，英の結果の

一部≡芋jは既に護表した。ところが研究結果の全部に五つでは未だ公表して居なかったの

で薙に褒表する次第である。

　此の機禽に於て，本研究に鴬っても一方ならぬ御懇切な御指導御配慮と御激励を與べ

られた故恩師中村先生に勤し深茜の謝意を表する。筆者の調査地域の一部は上述した通

り，以前に故篠原正太郎氏が調査された事があり，同氏が作られた地質園の篤しを中村

先生を通じて借覧する事が出來て，私の研究上，大饗参考になつた。薮に同氏に勘し厚

く御穂申し上げる。なほ私の調査は文部省自然科學奨励金並に日本學術振興會援助金に

よって打つたものである事は上述の通りであって，文部省並に振興會當局の方に深謝の

意を葱に表したい。

　　　　　　　　　　　　　　皿．調査地域の地質　服

　筆者が解原系の研究のために調査した地域は黄海適の中部にあって，黄州と海州との

間に位し，黄州，鳳山，載寧，瑞輿，平山，磐城の諸郡及び海州府にまたがる，南北約

80桁，東西25－30桁の南北に長細い地域である。その大部分は宗義線黄州・沙里院間の

東側，朝鮮鐵遣會耐（略稽朝鐵）線上城・海州線の北側，海州・沙里院線の東側に存する。

　本地域全髄の地質及び鑛床に關しては古く田村英太郎氏｛〕等の調査があり，後に，筆

者よク蘭に共の一部κ就いては既述の故篠原正太郎氏が調査された事があったが，特に

群原系に就いて研究された人は殆どなかった。唯，小林貞一博士5）は一部屋域の群原系

ユ）　松下遷（昭和ユO）　朝鮮茸海適中部の雅原系の層序と嬢動地質學雑誌，42巻。

2）　Mat舳s11ita，S、（193ト6呂昭和g－10）：0n　the　Sini邑n　S量胞tig拘phy　of　tlle　K旧a皿t山ng　P㈹Ψi皿。o，S．

　　M＾皿turi里・（1）Mem．Ryojm　Co11・11：皿gi皿・，Imuye　Commemo旧tio・・Volume，Pレ339－351，舳d

　　Ibiden．Vo止VIII，No．2，pp－31－45，

3）松下蓮（昭和16）關東州の震．則系と黄海道中部の畔原系の勘比，地質學雑話，48巻。　Matsushit2，

　　S一（1941＝昭和16）：Correlatio皿between　t11e　Sア石gon　Sy畠tom　i皿the　Ce皿tr21Ar鋼。f　K5k田i－Dδ，

　　Ko記a舳d　the　Sini＾n　Sy昌tom　in　the　Ku帥t1mg　PmTin㏄，south　M風ncl・皿ria．　J丑p．Jo皿m・Geol・

　　Googr・，VoI・XVIII・No・1－2・pp一イ8・　そ牝よ口先・昭和13年の調査結果は14年男月の振興奮

　　第6常置委員倉に於て中村先生が報借して下さつた。　松下蓮（昭和16）中部黄海勘こ於ける礁原

　　系の層序並に構造の研究，學術振興會第」6常置委員會研究抄鵡第2輯。

4）　田村英大郎・魯丸矢之助（大正2・4）朝鮮鉄床調査報告，3審，1及2．

5）小林貞一（昭和6）朝鮮牛島地形護慈奥と遅生代地史との胴係に就ての一考篤地理學評論，階下o
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を観察された。其他圭として鐵鍍床調査の爲に本地域内を調査された方には市村毅博

士・伊藤文治學士・木野崎吉郎技師があ孔

　本調査地域の大部分は樺原系から成り，同系は略々東西の軸を以て榴曲し，衝動を受

けて居る一ので，南北に長い本地域に於ては本地域を南北に歩けば同一層一を数同繰返して

見る事が出来るのである。本地域の碓原系は平安南道1）に於けると同じく下から直睨・

祠堂隅・駒幌の三統に厘分されるが，平寒南道に於けるよりも地歴の護達が完全で，盾

厚は遙一かに大である。

　次に調査地域内に存する鮮原系以外の岩層に就いて略述する。本地域の地質系統を表

示すれば次の通りである。

洪積世裏地礫居

鳳山古第三系

筆性筈岩簑1鰐瓢）／1璽紀

群　原　　系・

稟　藏　系・

高勾麗花開岩

鶏　林　系

原　生　代

？

／始生代

　本地域の群原糸地の南西側と南側には局句麗花開岩がある。鮮原系との境は北々西方

向の低角の衝動（安岳衝動）である。鮮原糸地の南側に鶏林系（始生代水成源愛成岩盾）が

あり，南東側に閃長岩の岩株が存在する。又調査地域の南部には群原系の下に栗藩系と

構ずる特異な岩層がある。鮮原糸地の西側，載寧江の流域に犬賓系（白璽系）が虞く護達

する。之は樺原系を不整合に被ふと共に，西落ちの大略南北の断層（沙里院断居と．命名）

によって，その大部分は同断盾以西に限られる。宗義線新鳳山瞬附近には鳳山炭田をな

す古第三系（上部始新統）が存在する。洪積世裏地礫盾は空として鮮原系祠堂隅統がなす

低平な裏地を扱ふ厚さ数米のもので，礫は殆ど全部神原系長壽山珪岩居の珪岩である。

火成岩には・大賓系中の斑岩類・それより所期の悌國寺続に属すべき酸性脈岩類（花開

岩・石英斑岩・珪長岩・BereSit）のほか閃長岩，盤基性脈岩類（輝織岩・理斑岩・珊岩）

等の種類がある。

1）　中村新太郎（昭和11）西部卒壌炭団の地質構造機読・地球125巻。
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る。

　鶏林系1）は本地域では主として黒雲母片岩から成り，珪岩，時に石英片岩，稀に扁桃

状石文岩を爽む。

　高勾麗花嵐岩　は繭者中に滋入したもので・あ孔本岩は前述の通り北々酉一南々東の

安岳衝動によって鮮原系から分たれるものであるが，該衝動線は東南東に延びて高勾麗

花闘中に入って終ふ。．而して此の衝動線を境として本岩の岩質・地質構造に差異があっ

て，東側のものは前言己の鶏林系の南に位し，後者と同じく片理は東北東の走向で，北に

傾斜する。箕の申には黒雲母花開片麻岩（時に雲母片岩を捕虜岩として爽む），白色長石

の亘犬（幅1－3糎，時に5糎，長3－1糎，時に10糎）な眼（Auge）・を有する繍牒黒雲片

麻岩の唾別がある。英の他，黒雲母花闇岩の所もある。安岳衝動の西側の高勾麗花岡岩

は一般に片麻欣黒雲母花嵩岩であるが，時に眼状の事があり・又海州府の北に襲える首

陽山の最高部には片理を映く黒雲母花開岩が褒達し，磐城郡県決面長芳里等には白雲母

花開岩がある。黒雲母片岩の薄居叉は扁桃塊を捕虜岩として爽有する事は屋々である。

此の方面の高勾麗花騎署に黒雲母の線状配列が顕著である事や板状飾理が蟄蓬し，地形

を支配して居る事に就いては以前に報告2〕した。

　菓籠系列は群原系の下に位する特異底撃成岩系であって，海州の北東直距離10肝の所

にある朝鐵新酒幕瞬附近から東北東へ3肝乃至7肝の幅を以て，載寧郡上聖面粟藩里・

平山郡麟山面水麻里方面へ延びた一地帯をなして現れる。本系を構成するものは大部分

徴文象花蘭岩（栗魏花嵐岩と命名）であって，鰭件する岩石は珪岩・結晶質珪質石次号・

絹雲母珪岩・絹雲母石英千枚岩・絹雲母石英片岩・絹雲母千枚岩・絹雲母片岩・雲母片

岩等である。粟羅花闇岩は中粒叉は細粒，時に粗粒の塊状岩であって，稀に不明瞭な葉

理を示すことがある。主成分鑛物は石英・正長石・微斜長石・黒雲母である。通常長石

と石英は微文象共生をなす。副成分鑛物及び二次威鑛物にはジルコン・螢石・赤鐵鑛・

磁鐵鑛・方解石等がある。本化闘岩に件ふ岩石類のうち，恐らく前者よりも竃期の生成

にか』ると思はれるものは珪岩及び結晶質珪質石次号である。他の随伴岩は相互間に漸．

移し，石英及び加里長石の愛成斑晶（P0・phyroblast〕を有すること屋々であって，或るも

のは粟落花開岩に酷似し，或はそれに移化す乱從って英等はすべて乗轟花開岩より古

1）　中村先生の命名にか』る。　Mk呂mu胞，S．副nd脆t・ushit副，S．（1939ヨ昭和ユ4）：P・e・C日㎜bri舳i皿

　　Kor胡乱nd　South　M呂nohuri臣．Proo．Siエth　Padfio　Science　Co口g祀舶。

2）前田1（昭和16）學術振興禽，第6常置委員・曾研究抄録・第2輯。

3）之を昭和14年には花間質砂岩暦として礁原系に入れて報告したが，其の後，鮮原系から国別して果

　藩系といふ名盤を與べで燭立せしめたo
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い水成源愛成岩とは限らす，或るものは粟羅花開岩から働力作用によって蟹ったものと

考へる事が出來よう。

　粟羅系中には合金石英脈が多く，又それに由來する砂金があって，共に採掘されて居・

る。

　夫資系1）は砂岩・頁岩・礫岩・凝次号1珊岩・石英斑岩から成り，島村技師2）木野崎

技師〕が調査研究された事がある。本系は南鮮の新羅統（下部白璽記上部一上部白璽記

下部）に対比されるものであ乱

　鳳山古第三系は宗義線新鳳山瞬附近に小唾域をなして存するもので，樺原系祠堂隅統

を不整合に被ひ，洪積世墓地礫層一によって不整合に被はれて居る。本居は含炭層であっ

て，鳳山炭田をなし，淡水貝，哺乳類，植物化石を含み，典等によって・，上部始新世と

者へられて居る。文献を脚譜jに嬰げて置く。

　次に上述した以外の火成岩に就て略記する。そのうち少くとも酸性岩類は南鱗を始め

全鮮D沸國寺続に愚ぜしめるべきものである。

　内長岩　は磐城郡東雲面周山里・徳達里・雲達里に南北10桁，東西数肝の間に存し，鶏

林系中に迷入し，黒雲母花嵐岩によって貫かれて居る。主成分擦物は正長石・霞石’・エ

チル輝石・黒雲母であるので，本岩は霞石閃長岩と構ずる事が出來よう。既に昭和14年

に報告5〕した通り，岩鎧の内部は等粒状，時に斑状組織を有するに反して，周縁500～700

米の間の部分は組織を異にし，甚しく細粒・微粒となり，周縁に平行な片理を示し，時

にホルンフェルスの外観を呈する。然し檎鏡するに成分鑛物は岩鵠内部のものと同様で

あって，鐙成鏡物も歴嘩構造も認められない。斯様な事費は岩漿が歪カの下で急速に国

1）大安系なる名穏は元來年製炭田酉部の自習系に封じ」て中村先生や今野教授が興へられたものである

　　が，本調査域のものは平壌炭田の大安系に勤比することが出來る。　今野圓藏（昭和3）平壌炭田

　　西線都の地質と構造，地質學雑誌，35巻。

2）　島村新兵衛（昭和8）朝鮮地質圖，8輯。

3）水野崎吉郎（大正15）朝鮮黄海道安岳鐵山，地質學雑牽，33巻・

4）繭地信世・杉本五十鈴（明治3S）韓国牛壌三豊及砂里院附近石炭調査報告，陸軍省。　一川崎繁太郎・

　　囲村莫太郎（明治45）朝鮮に於ける石炭1朝鮮革宋調査要報11冊一1。　囲村英太郎・鶴丸朱之助

　　（大正2）黄海道西部鋏味調査報丈。　中村新太郎（大正15）朝鮮黄海道鳳山郡鳳山炭坑の地質，
　　地球，5巻，1號。　To㎞mg乱，S・（1926＝大正1草）：Fossi1目。f　Rh1moerotiaae　in　Japan．Pmo・Imp・

　　Ao乱d・・II－6・　小林貞一（昭和6）朝鮮牛島地形襲達史と近生代地史との關係1地質學評論・7審。

　　徳永重廉（昭和3）朝鮮鳳山炭田の地質時代・地質學雑識如巻。　小堀巖（昭和9）　沙星院炭磯の

　　」採掘法に就て，朝鮮．鎮業富誌，18巻，3馳。　松下道・小野山武夫・前島俊郎（昭和10）朝鮮貴海道

　　鳳山炭田の地質と化石，地球，23巻，6號。　Takai，F．（工g39ヨ昭和14〕：・旭。cene　M田mmals　fo㎜d

　　from　tho　H6晩皿Coa1・丘eld，Ty050口。Mem．Imp・UniΨ．Tokyo｝V－6，

5）前問、（昭和16）學術振興會第6常置委員倉研究抄録，第2輯。
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結したものとして説明し得るものと考へる。此閃長岩の迷入時期を決める資料としては

鶏林系より耕しく，花嵩岩及び石英斑岩よりも古いといふ事以外には本地域内にはない

が，嘗って吉澤學士が江原遺の幅原山の霞石閃長岩に就いて共時期を白璽紀末の佛國寺

世とされたのに從って，此場合矩も佛國寺世に．入れて置く。

　酸性岩類のうち花嵐岩は調査地域の南東部に限って存し，磐城郡東雲面・公須里・雲達

里・周山里（大部分中粒黒雲母花開岩）と錦山面・泉洗面境界方面に小岩株をなして現

れる。之等は鶏林系・閃長岩・辞原糸中に避入し，珪長岩に貫かれて居る。

　石英斑岩は稀に（磐城郡東雲面）断盾に滑って岩脈をなす事があるが，大きな岩騒を

渡すものは調査地域の北東部にある。即ち鳳山郡山水面東部には長樫5粁，短樫3，5肝の

楕固形（長径北々東）をした同岩の岩株があり，共中の裂簿に滑って長石が高陵土化した

部分は陶磁器原料（陶石）1〕として探掘して居乱

　珪長着及びBe醐itは安居衛動・沙里院断層・玉蜴里断層’に滑って，断繍的に幅数

米乃至数十米（稀に500米）の岩脈をなして存する。英他南北方向の裂瞭に沼っても岩脈

を造る（磐城郡錦山面）。安岳衝動が南南東へ進んで，高勾麗花開岩中に入らうとする附

近，勘ち泉洗面長芳里・佐郎里方面に於ては東西6肝，南北2析鹸に廣くなって居飢

珪長岩は一般に孚花薗質であって，B・…itと共に白色，時に淡夜色・淡緑夜色1稀に赤

紫色である。Beresitの方は小室洞に富む。検鏡するにBe・esitは殆ど石英のみから成る

が，珪長岩は長石と石英から成り，稀に石英の斑晶を有する。

　揮緑岩及び塘斑岩2）は海原系中に幅数米乃至200米の貫入岩床又はそれに近い岩脈を

なし，安岳衝動に滑ひ，又はそれに卒行な岩脈をなして居る。遮巨峰の九山板岩后中に

特に護達する。輝織箸は鏡査するに斜長石及びウラル石化した輝石から成り，副成分と

してチタン鐵鑛を有する。蟄斑岩は雲母理斑岩であって，肉眼的に黒雲母斑晶に富む。

楡鏡するに長石は正長石の事も曹長石の事もある。主成分として共他に透輝石を含む。

碧山郡錦山西廿水里には輝石のみから成る輝岩があ乱

　以上の外に中性脈岩類（斑岩及び斑岩）がある。斑岩は朝鐵鶴晩課の東方の小丘に岩

脈？をなして現れる・。暗夜色細一粒で長石の斑晶を有する。楡鏡するに斑晶は正長石で，

石基は曹長石・正長石・黒雲母・糠泥石（角閃石？から）から成る。珊岩は載寧郡下聖面

三鶴里方面に岩脈をなし，磐城郡錦山両安心洞万両に貫入斑岩をなす。斜長石及び輝石

1）　山崎亨・山岡義構・小脇祐之（昭和12）黄海遺鳳山郡山水面に於ける窯業原料調査報告（窯業原料調

　査報告第8報）纏、督府中央試験断報告，1胴，6號。

2）　後出の市村摩士の論文のu3頁には下襲鐵叫附近南史峰産のSp鰯肌舳の分析隷果が脚て居るo
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の斑晶を有する。

　次に調査地域内の鐵産資源に就いて極く簡軍に述べ孔その種類は次の通りであ孔

　　（1）鐵鑛・（2）螢石・（3）石炭・（4）石文岩・（5）重晶石

　　（6）亜鉛鑛・（7）金鍍・（8）陶石

　鍾舗　を現在探掘してみる所は長詩山の南北に位する下睾鐵山と銀龍鐵山であって，

鑛床は鮮原系祠堂隅統中に賦存する褐鐵鑛の露天化鑛床である。市村博士1〕及び木野崎

技師望）の研究がある。初威鑛床の成因は中村先生瑚が数年前卒壌炭田地質構造論申で説

かれた通り，Beresit（叉は珪長岩）に関係があると者へねぱならない。

　螢；百一〕は下聖鐵山南東方の南支洞や上聖面青石頭里南方の鳳秀洞其他に於て探掘され

て居る。殆ど常に鮮原系祠堂隅統の青岩頭石次岩居と雪花山板岩暦との境に滑って鑛脈

をなして居る。成因上暗示を興へるものとして注目すべき事は朝鐵石灘瞬対岸に於て，

沙里院断居に滑って螢石鍍脈が護達し，殊にBeresitがある場合には，それに件って存

在する事である。調査地域内の石炭は上述の鳳山炭田の古第三系中のもの』みである。

　；百次号　は鮮原系祠堂隅統の大部分を占め，厚盾をなして，度い面積に現れて居る。

銀積石次岩居上部のものは下聖鐵山の西方で，また青石頭石文岩層のものは鳳山炭田南

方に於てセメント原料として採取中である。

　量晶石5jは載寧郡上聖面銀按山其他に於て鮮原系祠堂隅統石文岩中に鑛脈をなして現

れ探掘されて居る。

　亜鉛鏡　は銀積山に於て重晶石と共に鑛脈をなすものである。異極鑛が圭であって，

珪酸亜鉛鑛6〕もある。銀積鑛山は元來亜鉛鑛山であったが，最近は重晶石を出す様であ

る。重晶石も亜鉛鍍も石英を件ひ，鐵接や螢有と共に白璽紀末の佛國寺世の生成にか』

るものと思ふ。

1）　Io㌔im口胞，T．（1936二昭和11）：Gooloξio竈1Inve5tig宮tiom　on　Some　Cha胞dori畠tic　Haemal“e　a皿d

　　timo口it6Deposits　iIl　Hei■皿・dO　and　K6kai・d6，Ch6sen（Ko祀。）．Mem．F田。uI－Sci．Agrio．T＾ihoku

　　Imp．Univ、，Vol．XIII－6・

2）木野崎吉郎（昭和7）黄海道熾遺鎖床調査報文，朝鮮銭味調査要報，5巻。　　ク　（昭和8）黄海道

　　諸鐵銭廉の成因に就いて，地質學雑誌，40巻0

3）　前開・西部平壌炭田の地質構造概説。

4）水野時吉郎（昭和5）黄海道載寧郡下聖面に襲見せられたる螢石錨床，朝鮮録業會誌，13巻。　篠

　　原正太郎（昭和8）黄海道載寧鳳山及牢山郡に於ける螢石繊味調査報文，朝鮮鉄床調査要報，7巻，

　　2腕。　松下蓮（昭和10）　西鮮下聖の螢石鉄床を濁る，我等の練物，4巻。

5）三本杉己代治（昭和15）黄海道載寧郡銀積鎌山（重晶石）附近の地質及鉄床，朝鮮鉄業會誌，23巻。

6）水野崎吉郎（昭和且O）黄海道載寧銀能面蒼囲里銀積山産ウヰレマイト（珪酸亜鉛銭），我等の磯物，

　　4巻。
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血・詳原系の■序

調査地域の群原系は次表（上から下へ）の通りに唾分する。

　　　　　　　　　　　中和続（下部室武系）

　　　　　　　　　　　　（b）松藩　階

　　　　　　　　　　　　（・）文山里階

　　　　　　　　　　　　　　不　整　合

　　　　　　　　　　　駒蜆統……一・…・…・……・・…・一・・一・………1500米

　　　　　　　　　　　　（o）霊峰型板岩暦・・……．．．＿．．．。．＿．．＿・．＿一370

　　　　　　　　　　　　（b）飛浪洞合礫千枚岩厨…・一一・・・…一・…goo

　　　　　　　　鮮　　　（a）九山板岩及珪岩層・＿＿…、＿。．250｛1500

　　　　　　　　　　州一部不整合
　　　　　　　　　　吊司堂詰目統・・・・・…　“・・・・・・・・・・・・…　．．・・．・・・・・・・…　“2000～2400

　　　　　　　　原　　　　（e）玉岨里珪質石文岩層・一……・…・’・50～330

　　　　　　　　　　　　（d）雫花山板岩厨…一…一・一・川・…2馳～450

　　　　　　　　　　　　（c）青石頭石炭砦厨…………・…・・・・・…450～600

　　　　　　　　系　　　（b）徳在自雲岩居…・…・……一・・・・・・…250～5柵

　　　　　　　　　　　　（■）　書畏看貴石カ巨岩層・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　700～1100

　　　　　　　　　　匝宜　血乱　統。。一．．一．．．．．．．．．．．．．“、．。。、．．．．。．．．。．．。．．、．3100～3800

　　　　　　　　　　　　（d）安心殻石皮質千枚岩彫……“…・・6男棚。止

　　　　　　　　　　　　　　衝　　　動
　　　　　　　　　　　　（o）　良書享山套I…岩層一・・・・・・・・・・・・・・・…　“…・・・・・…　“1OOO

　　　　　　　　　　　　（b）五峰里板岩居・…・・‘………・．I…．500～1800

　　　　　　　　　　　　（・）措峰台長石珪岩居・・・・……・・……600～1OOO

　　　　　　　　　　㎞不整合？　　　へ
　　　　　　　　　　粟　麹　系

　昭和14年2月には私は上表と多少異るものを護表したので，上表に就いて諦明を川へ

て置く。上表に粟羅系としたものは前報告では花開質砂岩居とし，鮮原系直蜆統に届せ

しめた。叉前報告で將峰珪岩層・資剣ψ絹雲母珪岩暦とした層は合して將峰禽長石珪岩

居とし，漢鐵山珪岩盾・青石頭白雲岩厨・下聖石灰岩居としたものはそれぞれ長壽山珪

岩層・徳在白雲岩盾・青石頭石文衆岩層に改めた。

　　　　　　　　　　　　　　　A一各層の記載

　直蜆統3100－3800米の厚居であって，珪岩・台長石珪岩・絹雲母珪岩・石英板岩

絹雲母石英千枚岩・珪質板岩・粘板岩・石次質千枚岩・不純石次号等から成る。

　（a〕艀島台長石珪岩層　は粟羅系の両側に，背斜の繭翼をなし，二列の山脈を造って走

る。婚峰は南側の山掘中の一山峰である。本居は600～1000米叉は共以上の厚さを有し
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主として台長石珪岩からなる。之は白色叉は友白色又は淡夜色，細粒，板状の珪岩又は

絹雲母珪岩であって，淡夜色石英及び淡紅色叉は白色の径2～4粋の固い長石の水成斑粒

又は蟹戒斑晶（POrphy・0blast）を含む。蟹成斑晶の数は層の走向の方向にも，居面に直角

の方向にもよく愛化する。一一般に上方に向って減少，消滅し，本属’が上位廣に漸移する

事は屋々である。他方鐙成斑晶を存する合長石絹雲母珪岩は下の粟落花開岩に移化する

事があり，叉將峰台長石珪岩暦の下部をだして，殆ど鍵成斑晶を嵌いた絹雲母珪岩の厚

屠が存する事があり，時として絹雲母石英千枚岩を爽み，下方に，恐らく粟羅系に屈

すると思はれる絹雲母石英千枚岩及び絹雲母石英質岩（共に竣成斑晶を含む）に移化す

る。更に將峰台長石珪岩層の岩石と粟羅系の岩石とは相互間に酷似する事がある。斯様

に將峰台長石珪岩居と栗羅系との間には密接な關係がある。然し両者の接鰯關係が迷入

接鰯である誼擦は何もないし，北側に於ける両者の境界は恐らく衝動と思はれ，南側に

於ては雨音は平行不整合關係にあるものと考へる。一方に於て，次項で述べる通り，將

峰厨は興の上位屠に整合に被はれて居るので，將峰居が直羅統に属する事は擬ない。筆

者の今想像するところでは粟羅花嵩岩が動力作用によって部分的に蟹成を受け，削剥さ

れ，井上に不整合に鮮陳系直幌統の堆積が始まったのであるが，共の初期の堆積物は花

嵩質砂岩であって，後に動力作用によって再結晶をして台長石珪岩となったものであら

う。然し筆者の野外観察は不完全であるし，本式の磐石學的研究を打って居ないので，

將峰居と粟羅系との眞の關係は未解決の問題である。

　lb）石崎里板岩層は宗義線沙里院・興水間の北側の山中に背斜眉・をなして東西に延び

て現れる。五峰里は此の山中の一里名（鳳山郡山水面）である。共他，將峰台長石珪岩后

の北列の北側と南列の南側に共に東北東一西南西に延びて存する。又載寧郡下聖面新院

里の北方にも安岳衝動に接して存在する。本暦は500～1800米の屠厚を有し，一般に上

下の二部（上部の方が下部より厚い）に分たれる。上部は黒色粘板岩又は千枚岩から成

り，珪板岩叉は石英板岩の薄居数枚を件ひ，下部は黒色板岩（又は千枚岩）・珪板岩・石

英板岩（叉は絹雲母石英千枚岩叉は絹雲母石英片岩）・珪岩等から成る。最下部には珪質

又は石英質の岩石が多い。上・下部の境附近に白色結晶質不純石文岩の扁桃塊がある。

上部居の黒色板岩は黄鐵鑛の立方鎧の小結晶を含んで居る事が屋々である。

　（C）長喜山珪岩層は本地域北部では宗義線沙里院・輿水間北方の山地の高所を造り，

正方山一保冷山及び漢鐵山一高麗王山の略々二列の山脈をなして現れる。南部では長壽

山を造り，七峰山・白楽山を構成し，磐城郡錦山面鵠川里から同郡東雲面募井里へ亙る
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山列をなして居る。本居は常に上位屠と衝動を以て接するので，其の金居厚は知る事が

出來ないが少くとも1000米以上あらう。本居は白色の，よく成居した珪岩から成り，珪

板岩・石英板岩・粘板岩を件ふ。珪岩以外の岩石の厚さは通常数米（稀に30米）である

が，本居の中位には50～ユ。o米叉はそれ以上の珪板岩及び粘板岩から成る一居がある。

此の板岩層より上の本居は全く珪岩から成り，此の板岩屑・より下の珪岩には漣痕の保存

の良い事がよくある。本居から成る山は珪岩の侵蝕に抗する力の犬をい求めに，一般に

隣接の地后岩石の土地より高く，露出の良い峨々たる山容を呈する。

　（d）安心拍石衣質千枚岩層は上記の長壽山珪岩居から成った正方山一保冷山々列の北

側（安心嶺は黄州郡部時面にある峠の名）と，漢鐵山一高麗王山々列の南側とに，共に

大略東西に延びて現出する。其他には本居が現れる事は極く稀であって，平山郡麟山面

眞石塁と磐城郡錦山面鵠川里とに懐にあるばかりである。本居は帯青夜色叉は糠友色の

石皮質千枚岩から成り，上部に数枚の薄い扁桃状不純石茨岩后を爽んで居る。石炭質千

枚岩は小搬出をして居る事がよくあって，（英場合に殊に）努開（通常居面に直交）がよ

く護達する。上に述べた通り、本居は長嵩山珪岩盾とは衝動を以て接するので，共后厚と

共最下部とは知る事が閑來ない。盾厚は少くとも625米ある。上位の祠堂隅統銀積不純

石文岩居との間の關係は整合で漸移的である。從って本居は直幌統に属せしめるよりは

直睨統と祠堂隅統との間，換言すれば砂質偉属岩居と石茨頁岩層との間の遷移居と見倣

す方がよいかも知れない。

　祠堂胴統　　厚さ2000～2400米，石茨質の地層であって，石次号・白雲岩から成り，

粘板岩を件ふ。本統の土地は低い丘陵又は裏地をなす事が多へ

　（a）銀積石攻岩層は五裕をなして現れる。北の方から記せば，黄州郡州南面一都時面

一翁洛面の一帯，宗義線沙里院・興水間の北側の一帯，長壽山の南北両側から鳳山郡双

山・内徳面に亙る一帯（之が最も廣く，その中に銀積山がある），載寧郡下聖面・上聖面・

平山郡鱗凸面に亙る一帯，磐城郡錦山面鵠川里から東雲面募井里へ亙る一帯である。本．

居は不純石次号と石文岩から成り，厚さ700～1100米ある。下牟部叉は下の三分之二は

青女色叉は黒色の不純石灰岩から成る。之は風化を受け易く，風化表面が縞状叉は斑状

の外観を呈する。上部は青女色叉は青黒色，薄板状，繊密の石灰岩であって，稀に白雲

岩及び薄いCollenia石文岩居を伴って居る。

　（b）億在自雲岩層は露出面螢が大きくなく，断繍して現れる。即ち黄州郡州南面・都

時面・翁洛面宗義糠新鳳山’瑞興間，載寧郡銀能面・岐川面，鳳山郡徳柱面，載寧郡下
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壁面・上聖面，鳳山群双ψ面に現出する。本居は250～540米の厚さを有し，青衣色又は

黒色，細粒の白雲岩から成り，厘々石次号を來んで居る・

　lc）青石頭石衣岩層は黒色叉は奇黒色，板状石文岩から成り，厚さは450～600米ある。

本居の現出する所は後述の遮日峰向斜の両翼（即ち宗義線沙里院・文武里間と載寧郡銀

能面・鳳山郡岐川面・徳柱面・内徳面方面），同じく後述する雪花山向斜の両翼（勘ち載

寧郡下聖面・上聖面・鳳山郡双山面方面），磐城郡錦山面南都・東雲面南部の諸地域であ

る。本居の名は載寧郡上聖面青石頭里に因んで命名したもので，同部落の北の丘には本

石文岩の岩壁があって，青く見えるから青石頭と呼ばれて居るといふ。本居の基底部及

ぴ少し上位にはCO11㎝ia石文岩の薄盾がある。本居の石文岩は局面と割・目に滑って赤紫

色の薄皮を有し，叉白色の方解石脈で貫かれる。時として本居中に白雲岩が爽在する事

がある。鳳山郡翁洛面松亭里方面では本居の上部は青衣色又は青黒色，細粒，成層した

白雲岩から成る。

　（d〕雪花山板岩后も亦遮日峰向斜の両翼，雪花山向斜の中軸又は両翼をなして畢れ

る。本居は黒色又は帯糠友色粘板岩叉は頁岩から成り，珪岩の薄層一を爽む事が展々あ

る。全居厚250～450米。本居の中位には珪岩后があって長く繍く。本居と上下ρ后との

間は漸移的の事がある。本地域の南部に後記の蒙井里衝動と棚井里衝動とに來まれて板

岩又は千板岩の一一也裕があるが，此の居も（（i順に属するものであらう。下聖鐵山方面で

は本居の粘板岩黄緑色，塊状はオトレ石】〕を多量に含んで居る。検鏡するに岩石は絹雲

母’・オトレ石・石英から減り，オトレ石は多色性を示す，X≒友青色叉は暗線青色，Z＝

淡黄白色。

　（e〕玉蜆里珪質石衣岩后は特色のある地層であって，厚さ50～330米，淡青衣色又は

淡紫女色，薄板状，珪質石次号から成る。本居も亦遮目峰向斜の両翼にあり，其他雪花

山向斜の西部の北翼（載寧郡下聖鐵山の南）に存する。

　駒岨統　　沙里院・興水間の宗義線以南の地域に於ては祠堂隅統の上に整合に駒蜆統

が來るが，黄州の東方では雨続の關係は不整合であって，祠堂隅統の上部，帥ち青石頭

石文岩居・雪花山板岩居・玉蜆里珪質石文岩層はなくて，駒蜆統は銀積石文岩盾又は徳

在白雲岩屑・を不整合に被覆する。本統は上記の通り三后に分ける。

　（a〕九山板岩珪岩層は黒色粘板岩（又は頁岩），白色叉は夜色珪岩，珪板岩から成り，

本居のみで宗義線の南にある九山一遮日峰山塊を造り，度い面積に現れる。同地では全

1）市村博士の諭文中に同地（南安峰）産オトレ石の分析結果が撃げてあ孔前開Go・logi0211me釧iga
ti・皿S㎝・・meOt・．P・92・
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盾厚1500米以上に達する。黄州の東方懇洛面にも本居があるが，厚さは250米に下り・

基底に数米の扁桃炊の石灰岩礫岩がある。

　（b）飛醐司令礫千枚岩層と真上の霊峰里板岩居は共に黄州地方に限って現れる。前者

は厚さ900米，黒色合礫千枚砦居からなる茜だ特異た地居である。同岩の特徴は礫を有

する事であって，礫は普通の礫から大磯に亙り，時には瓦礫の事があり，岩質は珪岩・

石文岩・白雲岩であって，すべて直幌統又は祠堂隅統のもσである。英他に稀に輝糠岩
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の亘礫がある。本居の成因に就いては改めて論じるつもりである。

　（C）雲姓里板岩盾は黒色若くは友綾色の板岩又は千枚岩であって，稀に石文岩の扁桃

状塊を來む。全層厚約370米。

　本周一は不整合に下部寒武系の文山里階に被はれる。文山里階は中和統の下部であって

卒安南道及び黄海道北部に襲達するものである。黄州の東方では本階は厚さ1OO米で，

大部分暗線友色又は帯青灰色板岩から成る。扁桃状の厚さ2～3米の基底礫岩がある。そ

れは通常，粘板岩の角礫を赤色鐵質泥で膠結したものであるが，珪岩の圓礫を有する事

もある。本階の上端は3～7米の紅色叉は紫色の珪質石灰岩又は淡紅色叉は淡紫色叉は白

色の梢々石皮質の珪岩であって，三葉鐘化石PrOto1enusを含むことがある。

　次に本調査地域を北部（沙里院以北），中部（沙里院・下聖間），商都（下聖以南）の三池

厘に分けで各地厘の群原系を比較して見ると次の事費を認める事が出來る（圖参照）。

　（1）本系の最下部は南部地唾に隈って現れ，最上部は北部地睡にのみ存する。

　（2）本系が上から駒蜆・祠堂隅・直睨の三統に匿分される事は三池厘に共通であっ

て，本系内に不整合が見えるのは北部地歴だけである。帥ち上に述べた通り，黄州東方

に於ては祠堂隅統の上部である下聖石文岩居・雪花山板岩居・一里蜆里珪質石文岩はな

く，駒蜆統は徳在白雲岩盾又は銀積石文岩后を直接被覆して居る。而して駒蜆統の基底

には扁桃献の礫岩がある。

　（3）各盾の厚さを三池厘に就いて比較すると一般に南の方程厚い。

　　　　　　　　　　　　　　　R．鋤　　　　　比

　（a）詳原系と震旦系との劃比　　鮮原系は既述の通り，大正15年（1926）故中村先生が

命名・設定された地質系統であって，黄海道を始め，平安南導・威鏡南道・江原道等，

孚島の北牟に存在する。之に封じて震旦系（Sinian　System〕は1922年にGlabau1〕が定拳

を下し淀先寒武代の地質系統である。前者が後者に相當する地居である事は次の事費に

よって明かである。

　（1）群原系が上の合化石寒武系と下の強く蟹成した高勾麗花樹岩及び鶏林系との間に

位する事。

　（2）群原系は廣域変成作用（RegiOmIe　MetamOrphOse）を葬らないか，又は蒙っても一

般に低度である事。

1）Grab舳，A．W．（1922）＝The　Si口ia皿System．Bull．Geol．So　c．China，I．pp．44－88、
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　（3）群原系と寒武系との關係は年行不整合叉は軽微な不整合であって，鮮原系と下の

愛成岩系とは不整合關係にある事。

　（b）調査地域の群原系と朝鮮他地方の詳原系との罫比　　本地域の神原系下部及び粟

滋系に酷似する岩盾のあるのは筆者が知って居る範圃では海州の西南西直距離30肝の所

にある嚢津鑛山附近だけである。此事は昭和9年に褒津鏡山附近を調べられた渡違琴授

・の談話や同数投の指導の下に該国域を調査された故岡理學士の卒業論文1〕によって想像

して居たが，筆者自身昭和14年秋に該匿域を瞥見した結果，此想像は確實となった。即

ち粟籟系・將峰台長石珪岩盾・五峰里板岩居r長壽山珪岩層に相當するものは蜜津鑛山

附近にも護達して居るのである。之等が他の地域にもあるか否かは筆者は寡聞にして未

だ知ら．ない。殊に稟羅系は特異なものであって，高勾麗花開岩とは明かに厚別問來，他

に類例を見ない。恐らく前者は後者よりも薪期のものであらう。

　次に不安南道の群原系を黄海道中部のものに勘比するに，大観して爾地域の群風系は

よく似て居るが，平安南道のものは黄海道中部のものよりも薄く，且つ后の或る部分を

挟如して居る。以下に二三の例を表示する。因に卒壊は黄州の北方直距離40桁の所に位

　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　＝｛〕　　　　　　　　　　　　　）

威川地方三登・鮮厚地方・平壌北東方・江1束地方黄海道巾部

立 措　　　　池　　　　塗 松 下　　　　松　　　　不

順川粘板岩層最下　　駒　　脱　　統　　駒　　晩　　統　　駒　　脱　　統
層，陽徳些岩厨　　　　　10～50米
廊囲理石文岩履
　　　　　500

　　200米　　　　　　　1500米
薄板状縛晶質石炭　　玉蝿里珪質石文岩
岩暦　　　　　　　　100　　　　屠　　　　　　50｛330

粘板岩叉ハ　　　　　警花山板岩層
Co11e皿i田万友岩暦10　　　　　　　250～450

脚籍洲二1㍊
青石頭石炭岩層
　　　450川600
徳在自雲岩暦
　　　250～540
銀積荷友岩暦
　　　700～1000

　祠

　堂

　隅

　続

2000～
　Z，DO

lll；；岩1器1様／一箒111鶏11
　　　　　…　　　　　　　　　　”｛舳＾＾舳”舳…　五峰里板岩層　　　　統
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500～1800
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・將峰台長石珪岩層．3100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600川1000　　　　38

友石片肺岩　　高勾麗花閥持　　高勾麗花陶砦　　稟　　藩　　系一

1）岡　絆（昭和10）朝鮮費海道整津附近の地質及鐵床1北海道帝國大學卒業論文。

2）　立砦　巖（昭和6）　朝鮮地質圃，12輯。

3）池邊展生（昭和14）平壌東方三登並に鮮厚地域の地質構造，地質學薙謹，郷巻。

4）未頚表。
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する。

　上表で明かな様に平安南道の鮮原系の各盾は黄海道中部の相當居よりも一般に髭かに

薄く，平安南道では直幌統の下犬部が嵌けて居る。三登・癖厚地方には黄海道中部の玉

蜆里珪質石文岩層・並に雪花山板岩厨に相當する地盾が見えない様であるが，之は局部的

不整合叉は岩相あ相違によるものであらう。平壌北東方・江東地方に青石頭石灰岩居に

相欝するものが見當らないのも同様の原因に基くものであらう。

　筒ほ本調査地域の北東隅の北約5肝の平安南蓮中和郡看東面にも飛浪洞含礫千枚岩居

と同様の地居がある事が昭和14年に於ける澤田理學士1一の調査によって制った。

　如上の事費から次の推論が出來る。群原系が堆積した地向斜は大略東西に延びたもの

で，黄海道中部特に英南部は丁度該地向斜の中央部に，卒安南道は地向斜の北部に當り

且つ堆積は北に向って覆蔽をなして進行したものであらう。

　（c）中部資海道の詳原系と関東蜆の震旦系との謝比　　上に述べた通り筆者は大旺15

年から昭和5年に五って南蒲洲關東州の震旦系の居序と構造に就いて野外調査を行うた

事があるが，英結果2〕と今日の黄海道中部の鮮原系に關する調査結果とを比較するに，

　　　　　　　　　　闘東州の震旦系と黄海道中部の鮮原系との勤比表

闘　　　東　　　州 賛溝　遣　中　部

粘　　板　　砦
370m 霊峰里板岩層

駒賜統
南　山　統 （碧萎鱒逮岩及） 400－800m 900 飛浪洞合磯千枚岩層

250＿1500 九山板岩及珪岩居
且500m

關
馬家屯階 珪質石炭岩 50－200 50－330 玉蜆里珪質石族岩厨
十三里蔓

祠

階
Colle日i里石文岩 50一ユ50 250－450 雪花山板岩層 堂

東
蟹城子階 厚板般石次砦 370－400

450－600 青石頭石炭岩層 隅

小野田階 薄板状石炭岩 270一側 統

続
甘井手暗 白雲岩 450－700 250一脚 徳在自雲岩層

銀積石炭岩厨o（下部は不純石炭砦）
2000一

南關嶺階 石文岩一不純石文岩 800＿1000 700－1100 2400
300m

千枚状板岩 一｝長嶺子階 （上部に石炭岩を爽む） 700？ 625＋ 安心嶺石次質千枚岩

？一 暦
直

大 龍頭階 珪　岩
450

和 莫歌石階
石皮質千枚岩及千o枝状石炭岩 30－200 工000＋ 長塗山珪岩層

筒
蝿

山 盆溝階 珪　岩
1000

統 龍ヨ三塘階 珪質板岩波珪岩 800
続

歪頭山階 珪岩 舳 500＿1800 五降里板岩暦

3200＋ 黄泥川階 石皮質千枚状板岩 330 3100一
38

一？

基　　底　　不　　明 600』1000 艀峰台長石産着暦

1）澤田秀穂（昭和16）卒安南道中和郡看東面北酉部の地質，地質學雑誌，48審。

2）　前出，0皿the　Sini帥S一間tigraphy　oto．
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両者は驚くべき相似を示す事を知り得たのである。対比表を次に掲げる。対比に関する

議しい事は別著1）を見て頂き度い。

　斯様に黄海逆中部の鮮原系は厨房上の位置・岩質・厨房・睡分・厨厚（7000米以上）の

諸鮎に於て，西方400肝を隔てた闘束州の震旦系に酷似する。從って画系は同一の地質

時代に同様の環境の下に，恐らく同一」の地向斜の中に，一つの堆積輸廻をなして堀積し

たものと推論し得る。而して開京州の震旦系は關束川以北の南満洲の同系より厚く，且

つ居序が完全である。大和尚山統は獅煩・大蓮間の山地に於て最もよく護達し，北方に

薄くなり，既に闘束州内に於ても全州附近では大和尚出統の下部は存在しない。從って

南浦洲に於ても震旦系は北に向って覆蔽を成して堆積した事，地向斜の中央部は旅順・

大蓮間にあつた事を推定し得る。

　斯くして闘東州の震旦系並に黄海道中部の群原系が堆積した地向斜（之を黄海道開東

州地向斜と命名する）の中央部は黄海道の南部と關東州の南西部を通って東南東一西北

酉に走ったものと推定する。此の地向斜は更に西北西に延び，満洲国錦川省南西部を程

て河北省北部・熱河省南部に達したものであらう。因みに熱河省興隆縣・河北省葡縣地

方の震旦系は5000米以上の屠厚を有するといふ里〕。

　　　　　　　　　　　　　皿．礁原系の橋違

　鮮原系は略々東西（正確にいへぱ沙里院以南では大鎧に於て東北東で，沙里院以北で

は南に凸部を向けて屈曲する）の軸を以て禰出作用を蒙って，多くの向・背斜をなし，

更に同方向の多数の衝動で切られて居る。南北方向の断居は甚だ少数であるが，大きい

ものがある。鮮原系と西側の高勾麗花嵩岩とを境して北と西一南と東に走る安岳衝動が

ある。沙里院断盾といふのは略々南北に走り，共西側には大賓系が虞く護達し，群原系

は大賛系の下にわづかに現れるに過ぎないのに反し，東側は辞原糸地であつセ，犬賓系

は殆ど見えない。

　　　　　　　　　　　　　　A．糟　　　　　曲．

　圭な向・背斜の名前を次に薙げる。勘ち北から順次に飛浪洞背斜・薦洞埋向斜・五峰

埋背斜・過日峰向斜・長詩山背斜・雲花山向斜・粟羅背斜である（綜合断面圃参照）。

　飛浪洞背斜軸は黄州・飛浪洞間の黄州川に滑って走ゆジ北翼の傾斜20。内外・商翼は

1）　前出，Correlatio皿1〕etweon　the　Syδ・gen　otc，

2）　Kao，C．S。，Hsi皿g，Y．H．＆K宮。，P．（1934）：PreliminπアNotes　on　Sini日日St胞tig胞pbア。f　North

　Chin＾。Bu11．Geol．Soc．Shin邊，VoL　XIII，No－2．
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40。内外である。軸部を成すものは飛浪洞合礫千枚岩居であって，両側に英上の霊峰里

板岩暦が乗る。但し本背斜は走向断厨で切られ，重複して現れる。又刀瞬断盾以東では

本背斜の存在は明瞭でない。

　置洞里向斜は鱒倒向斜であって，且つ衝動で切られて其の原型は見る事が閉來ないが

英軸は賂々徳隅衝動に滑って州南面金山里・都時面部時里を通るものであらう。軸部を

成すものは徳在白雲岩暦と銀被石灰岩厨であると考へる。本向斜は後記の刀蜴断居（南

北）以西では北へ轄倒するが，同断居以東では逆に南へ轄倒して居る部分がある。

　五崎里背斜は五峰泉板岩層Iを軸部として，両翼に長壽山荘砦厨を有する韓倒背斜であ

る。之も西部，即ち洞他面高山里以西では北へ轄倒し，等斜（20。～30。）背斜を成すが，

それより東では寧ろ南へ鱒倒して居る。

　遮8喧向斜は主として九山板岩及珪岩盾が造るものであって，低度の轄倒（北への）向

斜である。傾斜角は北翼は10。～20㍗又は逆に北酉へ10。～20oの事がある），南翼は40。

～70。であって，複向斜状を成して居る。向斜軸は酉へ傾いて居る。

　長官山背斜は長壽山を通るものであって，長壽山珪岩居の所では東西に延びた宵鰹背

斜の西部を安岳衝動で切られたものである。以東の銀積石文岩盾の所てば梢々北へ轄軸

し淀腹背斜であるらしい。北部分の地居の傾斜は蜥～Wである。

　雪花山向斜は軸は下聖の南方の下聖面碧花里・上聖面青石頭里南方の雪花山を通る。

本向斜は青石頭石次岩居・雪花山板岩層・玉蜆里珪質石文岩居の成す複向斜である。

　菓雇背斜は軸部に菓簸系を持つものであって，粟轟花開岩は葉理不明瞭で，殆ど之を

狭いて居るが，随伴する石次号・珪岩・片岩によって背斜構造を成す事は明白である。

背斜軸は菓藤系の地帯の中央よりも北に偏って存在する。粟羅系と北側の將峰台長石珪

岩層との境は衝動であると考へる。

　　　　　　　　　　　　　　　B．衝　　　　　動

　多数の衝動があるが，名前を北から噛に事げると次の通りである。都時衝動・徳隅頚

動・正方山衝動・鳳山衝動・銀龍衝動・松香里衝動・七峰山衝動・冠岩里衝動・鵠川里

衝動・菱井里衝動・鋤井里衝動。（地質国及綜合断面圖参照）

　之等は粟魏背斜を中軸として以北のものはすべて南側が北側に封じて衝き上げたもの

で，以南のものは多く北側が衝き上げたものである。筆者は卒壊炭田の衝動に二つの型

がある事を最近報告Uした。印ち（A）型は榑倒背斜の生成に件って生じたもので，（B）型

1）昭和17年11月11日，日本學術研究會議，地質學研究委員會構造地質學分科會（講演内容は地學講演

集として近刊の筈）o
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は禍曲に無開係に，榴曲よりも後に生じたものである。本調査地域’に於ける衝動は榴曲

の一般方向に一年行であるが，禰曲に闘係なく欄曲盾を切ったものであって，すべて（B）型

に駁する（第2圖参照）。正方山衝動及び鳳山衝動は低角であるが，他は多く高角である。

　　　　　　　　　　　億　　正
　　　　　　　　呑　　隅　　茨

、北征ふ撃、＼、1
　　、　　　　　　　　η、　‘’山　　　ω　小　　α万

人
　　　　　　　鮒．
　　　　　　　　　　　　　　　oo　　　　　　　　　　　　ol
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G　l
　　　、

終箏、、＼心ω＿
　　　　　谷一’、二∵×こ”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“＼

　第2圓　本地域の衝動が橘醐に無關係に生じた事を示す断面固（副）と復元断面固1（b）

　　　　地居の記號は第1圓と同じである。I“Iは移動距離を示す。

　都崎衝動は刀蜆噺眉・以西に於ては飛浪洞背斜の南翼を縦断し，南側の徳隅白雲岩居が

北側の霊峰里板岩居に封じて衝き上げたものであって，刀蜆断盾によって北に韓位し，

南側の銀積石支署后及ぴ徳在白雲岩層一が北側の九山板岩屑・に封じて衝き上げる。本衝動

の西方延長部は沙里院断后によって北に鱒位し，水豊面大僚里に現れる。

　徳胴竈動は刀蜆断盾以西に於ては恐らく薦洞里向斜軸に滑ふものらしく，南側の銀積

石文岩居が北側の徳在自雲岩層の上に衝き上げるが，衝動線ぽ刀瞬断盾で少し北に鱒位

し，其南側は銀積石文岩層一又は安心嶺千枚岩居であって，北側は徳在白雲岩盾叉は銀積

右左岩居である。本衝動は刀瞬断居以西では低角であって，以東では高角であるらしい。

　正方山衝動は本調査地域中最も顯著な低角の衝動であって，五峰埋背斜の北翼に滑っ

て走り，。南側の長壽山珪岩層’が北側の安心嶺千枚岩居の上に衝き上げる。正方山では

（園参照）衝動は二つに破れ，上のものは山頂に衝動瘤（Klippe）を造り，下のものは蘇峰

の衝動瘤を成して居る。低角の衝動両は東に進んで藥氷山・戯氣山附近で高角となり，

保冷山・慈悲山方面では衝動面の橘曲によって衝動線はS字形を描き，保冷山の北に衝

動瘤を造る。
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　口山衛重力は五峰里背斜の南翼を縦断するものであって，之も西部では（第2圖参照）低

角であって1ぴ位の事もあるが，東へ行くと傾斜犬となり，岬水面天徳里附近では鉛直

に近く，それより東では逆に北へ傾斜（但し高角）し，更に榴曲（第3固）をなして衝動線

は逆S字形を呈する。山水面青松里では再び南へ傾斜し，同面壁蕎里附近からは低角と

なる。

　　　　　　　0j
＼

北

町

　　　　　　　　A几0o

＼　　　　　α

C0　　　　町
南

取

　　　　　第3圓　鳳山衝動面の橘曲を示す断面固

Gi銀積石文岩居，Au安心嶺石炭岩層，Ty長講山珪岩風G〇五陣里板岩暦

　銀籠衝動は長壽山背斜の北側を走るものであって，南側の銀積石次砦居が北側の青石

頭石文岩暦又は徳在白雲岩居上に衝き上げる。高角と考へる。

　松香里衝動は雲花山向斜の南側にあって，長壽山珪岩盾と銀積石文岩層とを境し，七

峰山の北麓と白築山の東麓に滑って走る。之も高角である。

　七讐山衝動は七峰山の南腹を通る高角のものであって，七峰山の西方，即ち安寧貯水

池の南方に於ては本衝動と松香里衝動とは接近して，間隔数十米となり，漸次間隔滅し

て数米とたるが，遂には合一するに至る模様である。七峰山衝動は東に進んで白築山の

北に於て松香里衝動を横断する。松香里衝動も七峰山衝動も共に南側が北側に勘して衝

き上げたものである。

　冠岩里衝動は七峰塁衝動の南の五峰里板岩層中を縦走し，白築山の長壽山珪岩后の南

端を限り，更に東北東に進んで，南側の長壽山珪岩后と北側の銀積石文岩居（一部幸心

嶺千枚岩層及び長詩山珪岩層）との境をなす。卒山郡麟山面大美里に於て七峰山衝動と

合一する。栗轟系と北側の將峰台長石珪岩層との境は上に述べた通り衝動（南側が衝き

上げ）であらう。

　緑川里衛動は粟慈背斜の南翼乃至同背斜の南にある向斜の中軸に滑って走るものであ

る（北側が衝き上げ）。

　其商の蓼井里・楓井里・鳩蜆の三衝動は何れも東端に於て急激に北へ屈曲し，三者合
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一して，S字形を描いて鵠川里衝動に合する。蓼井里衝動は北側の銀積石文岩居が南側

の雪花山板岩屋上に衝き上げるものであるが，概井里及び鳩睨衝動は逆であると考へる

べきで，前者は南側の青石頭石文岩又は徳在白雲岩厨又は銀積石灰岩層・が北側の雪花山

板岩暦に勤して衝き上げるもので，鳩蜆衝動は南東側の始生代雲母片岩層と閃長石岩が

北西側の祠堂隅統に封じて衝き上げたものである。筒ほ東雲面公郷里・雲陽里方面の花

開岩の北西側の境は衝動であって，北酉側にある五峰里板岩暦は接鰯鐙戯作用を蒙って

居ないか，叉は蒙って居ても極く僅かである。帥ち該衝動は花岡岩避入後に生じたもの

と解澤したい。

　上記の揮動を通魔して衝動の生成状況を考察する隼，一先耐原系があれば，それは群原

系に封じて衝き上げ，後者は更に其外側の群原系に封じて順列。衝き上げて打つたもの

と推定出來る。勘ち栗羅系以北の衝動はすべて北へ北へと衝き上げるもので，以南のも

のは南へ衝き上げ，本地域の樺原系の南に位する先棒原系は鮮原系に封じて北へ衝き上

げ（鳩睨衝動），茶化では更に北へ衝き上げる（械井里衝動）。筒ほ鳩幌衝動は鶏林系と花

闇岩との間には存在しないので，此花嵩岩の迷入は鳩睨衝動生成後と見倣し得飢

　　　　　　　　　　　　　　　C．衝動後の走向断層

　地層の走向に平行ではあるが，上述の衝動と趣を異に一する断居が若干ある。黄州川に

滑って走るものは飛浪洞背斜を斜断し，南落である。避日峰向斜の北翼に二本の走向断

居があり，共に南落である。長壽山断層は特異なものであって，長壽山珪岩居の成す東

西に延びて，西部が切られて挟けた宵震構造（長壽山背斜）に大略相腐して，長壽山を

北東南に取り巻いた断層・である。内側の長壽山珪岩盾に封じて外側め銀接石次号屠（一

部は安心嶺石次質千枚岩層）が落ちたのである。

　　　　　　　　　　　　　　　D・南北断層

　上述の通り此の方向のものは数は少いが，顯著なものがある。安岳衝動・沙里院断暦・

刀瞬断層I・玉睨里断居と呼ぶ。

　安岳衝醐〕は走向北北西，傾斜束北東約30。，東側の群原糸及び白璽系と西側の片麻岩

系とを分つ犬衝動であって，延長100秤以上に及び，途中，載寧・安岳を経て，平壌炭

田の西端2〕に達する。本衝動に渦って幅数十米の硬捧岩（MyIOnit）が出來て居る事は既た

1）此の名盤は寡聞の筆者の知るところでは散中村先生が使ばれたのが最初らしい。飾閏，（昭和u）

　　地球125審。　木野崎技師は載寧断暦の優稗を用ひら才したことがあ銚　　前出・（昭和8）

　　難詰，ω審。

2）　こムでは中村先生は舞鶴山勘暦と呼ば札た。

地質學
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報告したが，葱に共概略を述べよう。本岩は淡青女色叉は友白色叉は暗夜色，織密，角

岩質であって，縞状構造を呈し，0．5～1．5粋の長石の確残擬斑晶1Po・phy・oclast〕が見え

る事がある。本岩の縞状構造は衝動面に平行であるが，又片麻岩の片理にも平行であっ

て，片肺岩に近づくと共に粒子が大きくなり，縞も粗くなって，片麻岩に移化する。検

鏡するに，肉眼的に繊密な基地は石英と長石の1O一品粍程度の微粒から成るか，叉は潜晶

質石英と片状叉は粒状の絹雲母（幅10一；弓粍程度）から成って居る。從って本腰確岩は片麻

岩から蟹ったと考へる事が出來る。安岳衝動に滑ってBeresit及び珪長岩の岩脈が迷入

した事は上に述べた。

　安岳衝動は朝鐵盤灘附近に於て南東に枝を出して居る。之は將峰周一に約3軒の喰蓮を

生ぜしめて居るが，喰違は南東へ行くと共に少くなり，新酒幕瞬の東方で満減する。

　沙里院断層は黄州躍附近から沙里院を通って長壽山塊の西端に至るまで，直線距離に

して約50肝の間，屈曲して居るが略々南北に走る断盾である。大観するに東側は殆ど樺

原系のみ，西側は調査範園では大部分白璽系の占める所である。西側の白璽系は一つの

向斜を成すものであって，調査地域内での沙里院断居の南北両端の西側に於て自重系に

よって不整合に被はれた群原系が現れる。本断層に滑っても本断層は長壽山塊の西端に

於て安岳衝動を触鶴せしめて居る様であるので，前者は後者よりも新しいと考へる。

　玉蜆星断層は沙里院断居に略々竿行に，真東にあって，群原系を麟断して鳳山郡楚臥

面日橦里から長壽山を過って安寧貯水池まで直線距離にして約20桁の間走って居る。長

壽山の宵霞構造は本断暦によって鮮かに切られて居る。

　刀蜆断層は調査地域の最北部にある南北断居であって，駒睨統・祠堂隅統の諸盾や都

時衝動・徳隅衝動・飛浪洞背斜・盧洞里向斜・黄州川断居の諸構造を齪蝿せしめて居る

外，本断暦を境として，南側で榑倒榴曲の榑倒の向きを逆ならしめて居る。即ち盧洞里

向斜は西側では北へ樽倒するに反し，東側では南へ樽倒して居る。木断層は正方山衝動

以南には及んで居ない模様である。

　　　　　　　　　　　　臥　諸構造生成の順序及ぴ時期

　上述の通り本地域の衝動は筆者の（B〕型であって，榴曲より後に，榴曲には無關係に

生じたものである。

　衝動の時期は黄州の南西方なる州南面大悦里に於ては都時・徳隅の二衝動が下部白璽

紀の大賛系に被覆される事から，犬賓紀前といふ事が出來るが，卒壌炭田の場合から類

推して保羅紀末といふ事が出來よう。本地域には榴曲の時期を判定する資料がないが，
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牢壊炭田の場合から類推すれば牢安紀後大同紀前，即ち三盤記中葉であるといへよう。

衝動後の走向断居は沙里院断層で切られるので，後脊より古い。安岳衝動は沙里院断居

其他の南北断層と共に佛國寺世（白墨紀末）のものであらう。何故がといへば之等の衝動

や断后は大賓系（新羅統に封地さ牝る）を切って居り，且つ安岳衝動や沙里院断暦に滑っ

て酸性脈岩類が貫入して居るが，斯様なものは朝鮮内諸地で何塵でも佛國寺世に生じた

事が一般に認められて居るからである。筒ほ安岳衝動と沙里院断層との前後關係は上述

の通り前脊の方が多少古いのであるが，共に佛國寺世に属する。衝動のうちには佛國寺

世のものがあると考へる。それは調査地域の楠夷隅の東雲面にある花開岩の北酉の縁を

劃する二衝動であって，衝動といふ事は共に接する地層が鹸り接鰯蟹成を受けて居汝い

事から推定出來る。
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　安岳衝動は前述の通り30。の低角衝動であって，衝動と者へざるを得ないが，衝上側

が群原系，被街上側が高勾麗花開岩であり，膵原系は衝動線に直角に近い方向に橘曲し

て居るので，簡箪に藤原系がそれより古い高勾麗花開岩に勤して衝上したものと考へる

べきものでなく，第4園に示す通り，群原系が衝動の附近では30。以上に東へ傾いて居

たと假定すれば，うまく説明がつく。

V．線　　　　幅

（1）調査地域は黄海道の中部，黄州・海州間に位し，南北80坪・束西25～30桁の廣さを

持ち，その大部分は鮮原系（原生界）が占めて居る。

（2）本地域の鮮原系は平安南道に於けると同様に下から直蜆統・祠堂隅統・駒睨統に分

けられる。

　　　　　　駒睨統　1500米　　　粘板岩・珪岩・含礫千枚岩等

　　　　　　祠堂隅統　　2000～2400米　　　石文岩・白雲岩

　　　　　　直　岨統　　3100～3800米　　　珪岩・粘板砦・珪板岩等

（3）一
Q原系は栗羅系と稿する，空として微文象花開岩から成る地質系統を恐らく不整合

に被ひ，ProtoIen・sを含む下部寒武系に軽微な不整合を以て被はれる。

（4）本地域のうち北部，勘ち黄州地方では駒睨統は祠堂隅統を不整合に被覆し，後者の

上部后は鉄けて居る。暦序は南部が完全で，北部では不完全と底る。

（5）樺原系は本地域に於て最も庚く，最も厚く護達して居る。直蜴統の下部及び栗綴系

は海州の西南西直距離30桁の嚢津鑛山附近にもある。

（6）本地域の群原系と卒安南道のそれとを比較するに，両者はよく似て居るが，後者は

前者より薄く，全店厚前者の牟ばに達ぜず，且つ後者の層序は不完全であって，后の或

る部分，殊に直1睨統の下部を訣如して居る。因に調査地域の北端に位する黄州は平壌の

南方直距離40桁の所にある。

（6）一群原系が堆積した地向斜は東西に延び，黄海道中部はその中央に，平安南道は地向

斜の北部にあつた事や北へ向ぶ覆蔽が者へられる。

（7）調査地域の鮮原系を西方400洋一 翌ﾁた南浦洲闘東州の震旦系に対比するに，両者は

岩質・居序・居厚・構造の謙鮎で酷似して居る。後地も地向斜の中央に當って居た事が

認められる。

（8）調査地域の群原系は大略東西の軸で榴曲し，共役の同方向の衝動，更に後期の南北
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断盾で切られて居る。

（9）禰曲は北へよく韓倒して居る事がある。時期は三塁紬中葉と考へる。

（10）衝動の数は多い。一般に高角であるが，低角の場合もあるp先勝原系があれば，そ

れは群原系に封じて衝き上げ，後者は更に輿外側の群原系に対して順次に衝き上げたの

である。衝動の時期は大賓系堆積前，帥ち傑羅紀末と思はれるが，稀に自重紀末侭活動

したと考へたいものもある。

（11）南北断居は数が少い。自重紀末のものであらう。安岳衝動と構ずるものは鮮原系

と西側の商句麗花開岩とを境するもので，西北酉に走り（延長ユ20桁），東へ30。傾く。

（12）火成砦に就いて略記するに大賓系（下部白璽系上部乃至上部白璽。系下部）中には火

山砦の賜岩がある。白璽紀末に生じた南北断盾に滑って珪長巻一・べ1ノシツト・石英斑岩

の酸性脈岩類（悌國寺世）がある。閃長岩・花開岩も英時期（少し早期）のものであらう。

輝緑岩・瑠斑岩の堕基性脈岩類のうちには同じく佛國寺世のものもあると思へる。
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